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1　は　じ　め　に
獣医学・獣医療は高度化，多様
化，専門化，そしてボーダーレス
化の一途を辿り，国民の日常生活
と産業経済に直結する獣医師の役
割はますます大きくなっている．
同時に，獣医師としての役割，能
力，資格には世界での共通性／通

用性が求められるようになり，日本の大学における獣医
学教育も，「国際水準化」を目標に大きく変容しつつあ
る．獣医学／獣医療がその責任を果たす上では，獣医師
の社会的役割や獣医学教育について国民の適切な理解と
支援を得ることが不可欠である．昨年，獣医学部新設を
巡る騒動で，かつてないほど獣医学部や獣医師という言
葉が巷間話題となった．そのなかで改めて気付かされた
のは，獣医師が多様な職域で活躍し，そのそれぞれの役
割が国家の安全保障に直結していることを多くの国民が
知らない事実である．まして大学における獣医学教育が
どのような状況にあるのか，その理解は，社会で活躍し
ている獣医師の間ですら限られているのが実際である．
これは，獣医学教育が大きく変化しつつあるなか，私た
ち大学人がその具体の方策に忙殺されて，一方では教育
改善に不可欠となっている現場獣医師との連携を希薄に
していたことが一要因であると思われる．今回，機会を
いただけたので，まずは広く各分野の獣医師の方々の理
解と批評を仰ぐべく，獣医学教育改善に向けた取組みの
現状と教育の未来像についてお伝えしたい．本来，獣医
学教育は学部専門教育，大学院や専門医を含む卒後教
育，生涯教育という一連の流れで捉えるべきであるが，
本稿では「獣医師養成教育」としての学部教育を中心に
据える．

2　獣医学教育と大学教育
（1）獣医学学部教育は獣医師養成教育である
獣医学部／学科における獣医学教育は獣医師養成教育
であり，医学や歯学などと同様に，資格取得が必要な獣

医師人材を養成することが主たる目的である．一方で，
教育基本法（第 7条）や学校教育法（第 83 条）にある
ように，大学が「学術の中心として教育と研究を行う場」
であることは，人々の共通了解ごとである．この学術的
な教育と専門職教育とは一見相容れないように思われが
ちである．
両者の関係について，英国の John S. Millは，すで
に 150 年前の大学名誉学長就任に際しての長い講演で
「大学は職業教育の場ではない．大学の目的は…（熟練
した職業人を養成することではなく）有能で教養ある人
間を育成することにある．…専門技術をもとうとする
人々がその技術を知識の一分野として学ぶか，単なる商
売の一手段として学ぶかは，彼らがその専門技術を教え
られた方法によって決まるのではなく，（略）教育制度
がいかなる種類の知性と良心を彼らの心に植え付けたか
によって決定される」と述べている［1］．著者にはこれ
が，現在なお通用する獣医学教育を大学で行う意義，ア
カデミックな教育と実践的な教育の両立の関係，さらに
は実社会からよく求められる人材像をも言い表した含蓄
と思われる．つまり，獣医学教育とは（医学教育など
も），一般教養教育／科学教育という学術を通した知的
訓練によって知性溢れる専門職科学者としての獣医師を
養成する教育であり，学術教育と専門職教育は一体でこ
そあれ，対立軸にはないのである．ただし，両立のため
にはもちろん工夫が必要である．

（2）獣医師養成教育と大学教育
獣医師の職域は動物臨床の技能が不可欠な職域，そう
ではない職域，中間的な職域などきわめて多岐にわたる
から，異なる適性と能力を備えた多様な獣医師・獣医科
学者を養成することが必要である．将来進路に合わせて
分化した専門教育をすれば効率的かもしれないが，それ
では「動物・人・環境の健康・健全の環」を作りあげる
「獣医師」としての本質につながらない．この「環」が
包含するすべての関連事項の基本となる能力・素養を，
知的／実践的訓練で修得することこそ獣医学教育がなす
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し，そうであったが故に，臨床獣医療や家畜衛生，公衆
衛生，食品衛生などの実践的訓練が軽視されがちだった
ことも事実である．これは日本の獣医学教育の最大の弱
みである．なぜなら，世界中どこに在っても，これらは
獣医学・獣医療の根幹であり，そうした能力を充分に身
に付けた職業人を「獣医師」と呼ぶからである．多くの
先達のそうした危機感が 1970 年代以降のわが国での獣
医学教育改善運動を牽引してきたはずである．
一方では，臨床教育が早期から充実した欧米を含む海
外諸国にも，教育改善の大きな流れが生じている．動物
衛生の向上を目指す国際機関である国際獣疫事務局
（OIE）は，2009 年から 2016 年まで 4 回にわたって各
国の獣医系大学，関連行政の関係者を集めた「獣医学教
育国際会議」を開催して世界の獣医学教育改善の現状や
方向性・方策を議論し，第 4回（2016 年 6 月，於バン
コク）では，加盟国における教育の質改善に向けて
OIEが示す標準の教育の遂行を勧告するに至っている．
この基準が，いわゆる“Day One Competencies（卒
業時に身につけている能力）”に関する「OIE勧告（2012
年）」［2］と「獣医学教育コア・カリキュラム，OIEガ
イドライン（2013 年）」［3］である．これらはあくまで
も OIEの視点からの勧告／ガイドラインであり，獣医
学教育全般を必ずしも網羅／規定してはいないし，しよ
うとするものでもないことは OIE自身も述べていると
ころである．しかし，いかに各地域における獣医学教育
の質向上と協調を図るか，教育機関の評価・認証の仕組
みを整備するかという議論の世界共通の到達目標，ある
いは主軸としての意義が大きいことは間違いなく，世界

べきことである．これは世界で共通に受け入れられてい
る理解でもある．
しかし，近年の獣医学・獣医療は高度化，多様化，専
門分化が著しく情報量は膨大である．さらに「国際通用
性」「国際水準化」に向けては，臨床教育をはじめとす
る実践教育の強化が不可欠である．無制限にそれらを取
り込んでは，学術的教育と専門職教育の両立は時間的／
人的側面だけみても不可能である．したがって，大学が
充分な能力・素養をもつ専門職業人＝獣医師を育てる役
割を果たすには，基礎から臨床までの膨大な獣医学・獣
医療の情報や技術，実践的なトレーニング，そして研究
マインドを涵養する学習，これらそれぞれのなかで，「す
べての学生にとって，獣医師になる以上は絶対に必要な
学習内容（これが「コア・カリキュラム」である）」を
精査し，加えてその方策・方法論にも工夫をして提示す
ることがきわめて重要である．それには，「日本の獣医
学教育はこういう獣医師を養成する」という理念がまず
必要である．

3　獣医学教育の「国際水準化」
（1）獣医学教育の改善：日本と海外
従来の日本の獣医学教育は，臨床獣医師の育成に主
眼を置いた欧米の教育とは一線を画し，基礎，応用，臨
床各分野の学術研究者の育成にも力を注いできた．これ
が国内外から高く評価される強みと特色を生み出してき
たことは，多くの研究者人材の輩出や，近年，欧米の獣
医学教育でも，こうした研究志向性の高い教育を重視す
る流れが生じていることに反映されるであろう．しか

図 1　第 4回OIE獣医学教育国際会議における議論の小括
OIEが提示する “Day One Competencies” と “ モデル・コア・カリキュラム ”を世界
的に実行するために，獣医学教育機関（VEEs）がなすべきこと，なし得ることの議
論をまとめたもの（OIEのウェブサイト www.oie.intから引用）
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である．
①教育の質の改善による国際通用性・共通性の確保
②国際競争力の確保
③教育の質の改善を自律的・持続的に行うための，評
価・認証の仕組み作り

「①　国際通用性・共通性の確保」は，まさに世界に
通用する「獣医師」人材の養成に不可欠の課題であり，
わが国の弱点であった臨床や家畜・公衆衛生の教育，特
に診療参加型の臨床トレーニングの強化や公衆衛生，家
畜衛生などの実践的教育の改善・充実がきわめて重要で
あることは自明である（図 2）．その克服の上で，各大
学の研究基盤の強み・特長を反映した，研究マインドを
涵養する教育を強化することで「②　国際競争力の確
保」が可能となる．これは大学院における研究の実践を
通した研究力の強化，獣医学研究者人材の育成と一体化
したものとして捉えるべきである．①は全国すべての学
生がここまで到達すべき ｢コア｣ であり，②は，できれ
ばここまで，あるいは個々の学生の志向性や各大学の強
み・特色に沿って提供されるべき ｢アドバンスト｣ な部
分といえる．
「③　評価・認証の仕組み」の意義と必要は（2）項で
述べたとおりである．もちろん，欧州の EAEVEや北米
の AVMAによる認証は，卒業生の多くが臨床獣医師と
なる各地域の教育制度，動物との関係についての社会／
文化基盤や関連産業／経済基盤を反映したものでもあ
り，日本やアジアにまったく同じ教育基準や評価基準を
適用するのが困難なのは明らかである．一方では，教育
の質の国際通用性・共通性と同様に，評価・認証の仕組
み自体にも世界との通用性・共通性が求められるのも必
然であり，日本やアジアの事情と他地域とを結ぶ方策が
必要である．
なお，これらの方向性は，昨年春に公表された日本学
術会議の「わが国の獣医学教育の現状と国際的通用性」
という提言［8］においても，その後の経過を踏まえ繰
り返し述べられているものである．

4　獣医学教育改善の現状と課題
（1）具体的取組み
「獣医学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会
議」第 1期委員会は，獣医学教育改善の目標＝｢国際水
準化｣ を具現化するための取組みとして，「教育・研究
体制の充実」「コア・カリキュラムの策定と実施」「分野
別第三者評価の導入と実施」「共用試験の導入と実施」
並びに「附属動物病院・実習環境の改善」という，いわ
ゆる「5本柱」を掲げた［7］．現在，全国の国公私立獣
医系 16 大学は，臨床・公衆衛生の実践的教育強化をは
じめとする充実した教育の実施，自律的・継続的な教育
改善のための質保証システムの構築に向けて，いくつか

の一員としての日本における教育改善も，当然，これら
に立脚するものでなければならない（図 1）．
“Day One Competencies”は，平たく言えば「卒業
生が職についたその日からさまざまな現場でその一員，
獣医師の卵として，働くことができるためのエントリー
レベルの能力」を明確に概念として示したものである．
この「能力（知識・知力，技術，態度・心構え，素質・
学習能力など）」を身に付けるに充分な獣医学教育を実
践することが，教育機関の目標となる．もちろん，欧州
獣医学教育機関協会（European Association of Estab-

lishments for Veterinar y Education：EAEVE）や米国
獣医師会（American Veterinar y Medical Association：
AVMA）のような組織は，地域の獣医学教育の基本指針
としてこうした“Competencies/Day One Skills”を
提示している［4-6］．わが国では各大学がディプロマ・
ポリシーとして学生が身に付けるべき資質・能力の明確
化を図っているが，今後は，前述した日本の獣医学教育
全体としての理念とともに“Day One Competencies”
の具体化・明確化を行うべきであろう．この理念は，大
学人だけではなく，実社会で活躍する多様な獣医師を含
めた議論の上に生み出されるべきである．

（2）獣医学教育の質保証
さらに，現代の高等教育では教育の質の向上と，その
改善を自律的・持続的に行い得ることを社会に保証する
仕組みが要求される．とりわけ獣医学・獣医療では，畜
産物貿易や感染症対策などの視点から国家を超えた地域
枠組での獣医師の質保証が重要であることから，大学教
育の評価・認証の仕組みが大きな役割を担っている．
EAEVEや AVMAは，それぞれ欧州，北米各地域にお
ける獣医学教育をそれぞれの基準で評価し，一定レベル
に達していることを認証する役割を担う代表的な組織で
もある．残念ながら日本を含むアジア地域にはそうした
「国際認証」の仕組みがなく，前述の OIE獣医学教育国
際会議でも質保証の観点からの課題となっている．

（3）「国際水準化」とは何か？
こうした国内外の状況を踏まえ，日本では，特に過去
10 年間，獣医学教育改革の具体的方策が一気に進んで
いる．そのベースとなったのは，平成 20 年，文部科学
省に設置された「獣医学教育の改善・充実に関する調査
研究協力者会議」の第 1期会議が，モデル・コア・カリ
キュラムの策定をはじめとするいくつかの具体策を定め
て教育改善の方向性（後述）を示すとともに，日本の獣
医学教育改善の目標を「国際水準化」と定めたことにあ
る［7］．その後の議論も踏まえた上での改革の概念を端
的に述べれば，「獣医師として世界に通用する人材を養
成できる教育への転換」であり，主たる要点は次の 3項
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臨床教育が終了し，5～6年次に「診療参加型臨床実習」
や「アドバンスト」科目を設定しているのが一般的であ
る（図 3）．
策定から 5年を経て「コア」の意義や内容は定着しつ
つあるが，カリキュラム策定までの時間が限られていた
ために必ずしも検討は充分であったとはいえない．科目
が過剰に細分化されている，内容の過不足が有る，畜産
系内容が不足している等の問題点が多々指摘されてお
り，10 年目の改定に向けて作業が始まったところであ
る．「コア・カリキュラム」に準拠した各科目の教科書
も作成されたが，まだ混乱があるように思われる．
この「コア・カリキュラム」は 2-（2）項に述べたと

の公的支援を受けつつ，5本柱の取組みを進めている．
文科省・協力者会議は，その第 2期の「議論のまとめ」
として，第 1期で示した教育改革の進捗状況のフォロー
アップの必要性に加え，入学定員の在り方，大学院教育
の在り方にも言及している［9］．
なお，こうした取組みは，獣医系大学教員の組織であ
る全国大学獣医学関係代表者協議会（Japanese Associa-

tion of Establishments for Veterinar y Education：
JAEVE）の中に，それぞれを担当する委員会を設置して
進められているほか，日本獣医学会の獣医学教育改革委
員会や教育シンポジウムを介した周知が行われている．

（2）モデル・コア・カリキュラム
獣医学を学ぶすべての学生が「誰でもここまでは」学
ぶべき内容を網羅したものであり，平成 23 年に策定／
公表され，現在は講義科目 51，実習科目 19 からなる平
成 24 年版に基づいて各大学がカリキュラムを編成して
いる．ここにあげられた科目をそのまま踏襲する必要は
なく，示された内容をカリキュラムに盛り込むことが重
要である．各大学は，「モデル・コア・カリキュラム」
の内容に加えて，それぞれの理念や教育目標に基づいて
発展的な教育内容を課程に組み込んでおり，これがいわ
ゆる「アドバンスト・カリキュラム」と呼ばれるもので
ある．大学によっては一定の「アドバンスト」な内容を，
その大学にとっての「コア（必修）」とすることも当然
である．たとえば従来の卒業論文などが「アドバンスト」
に含まれる．現状では 4年次終了までに，「コア」の前

図 2　獣医学教育の「国際水準化」のイメージ
仮に教育分野の「大動物臨床」「小動物臨床」「公衆衛生／食品衛生」「ラ
イフサイエンス」「感染症」「環境」にかかわる部分を取り上げ，その教
育レベルを 0から 100 までで表し，それが 70 のグレーが欧米諸国におけ
る一般的な水準とする．「国際通用性・国際共通性」は，この 70 のライ
ンに到達することであり，「国際競争力」はブラックラインのように，
70 を超えて高い水準を得ることである．加えて「質保証の仕組み」の整
備があって「国際水準化」が達成されたといえる．

図 3　日本における獣医学教育の一般的な年次進行過程



62

容を組み込むことも当然あり得る．従来の「見学型」か
ら「参加型」への転換であり，獣医師の能力・素養の基
本を形成する実践的訓練の強化として獣医学教育改善の
なかで大きな意味をもつ．しかし，現状では問題点が山
積している．
最も喫緊の課題は，実習の実施体制と内容の整備であ
る．この実習は，伴侶動物，産業動物ともに充分な数の
症例が必要であり，また小人数グループでの効果的な学
習が求められるために指導教員を充足することが不可欠
である．本来，臨床教育は，大学に設置が義務付けられ
ている附属動物病院（と関連施設）で完結すべきことで
あるが，現状，多くの大学でこれは不可能である．先頃
のアンケート調査では，伴侶動物の診療参加型実習につ
いてはほとんどの大学が自学の附属動物病院で実施可能
としているものの，自学のみでは不足し学外開業獣医師
との連携が必要とする大学が少数みられた．産業動物／
大動物の実習で，大多数が自学での実習は不可能，もし
くは不足と回答しているのは当然予測されたことであ
る．特に産業動物／大動物の診療参加型臨床実習につい
ては，全国の農業共済組合（NOSAI）の絶対的な協力
が不可欠なことは明白である．すでに多くの大学が地域

おり，「どのような獣医師を大学で養成するのか」を具
体的に示す基盤である．その総論に極めて大きな意見の
相違が生じるとは思えないが，教育内容の各論はバリ
エーションが大きいかもしれない．教員の熱心さが「コ
ア」からの逸脱を生じる傾向があり，個々の教員にとっ
ての「コア」ではないことに留意が必要である．改定（お
そらく簡単な改訂では済まない）に当たっては，さまざ
まな現場の獣医師の意見を取り入れた議論を重ねた上
で，（医学「コア・カリ」策定がそうであったように）
少数のメンバーがカリキュラム全体を俯瞰して内容を煮
詰める作業を行うことが望ましい．また，獣医師国家試
験との整合性も残された課題である．

（3）診療参加型臨床実習など実践的実習の強化
診療参加型臨床実習は，学生が実際の動物診療業務に
獣医療を行う（教員の指導，監督，監視の下で）一員と
して参加して臨床能力を身に付けるトレーニングである
（図 4）．すべての獣医学生が伴侶動物と産業動物につい
て受講する必修「コア・カリキュラム」に位置付けるも
のを「診療参加型臨床実習」と呼んでいるが，加えて学
生の将来志向に応じて「アドバンスト」にも同様の内

図 4　獣医学教育における診療参加学臨床実習，公衆衛生／家畜衛生等の実践型実習の位置付け
①ここでは ｢実習」を便宜的に ｢参加型」｢体験型」｢見学型」に分けた．学生の参加度合いは「参
加型」から順に低くなる．②公衆衛生／家畜衛生実習：「コア・カリキュラム」ではおもに ｢見学型」
であろう．「アドバンスト」で見学型／体験型を課す，あるいは EPT（下記）での履修もあり得る．
③診療参加型臨床実習：基本的に ｢コア」である．さらに「アドバンスト」で実施する場合もあり．
ここでは，伴侶動物／小動物と産業動物／大動物とし，馬は後者の大動物に区分する（本来は，伴侶
（小），産業（大），＋馬のような区分が一般的）．④ EPT, external practical training（あるいは
EMS, extramural studies，学外・現地実習）：大学が推奨する学外診療機関や企業等の受入先を学生
が選択．指導・評価に大学教員が直接の関与をしない学外・現地実習（現場の獣医師等が指導・評
価）．前臨床，臨床，公衆衛生／食品衛生等．欧米では一般に 8週間以上の EPTが必修だが，カリキュ
ラム時間（単位）としての認定はない（国内では必修単位としている大学あり）．一方，大学教員（大
学が雇用する者）の指導下，通常のカリキュラムのなかですべての学生が行う見学～参加型の現地実
習は EMT, extramural trainingと総称される．

①

②

③

③

②

②、④

④
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（5）評価と認証
獣医学教育の質保証の具体的方策としての第三者評価
は，公財大学基準協会が定めた「獣医学教育に関する基
準」［10］への適合の評価・判定が平成 29 年度から始
まっており，年間 2～3 校の実施が予定されている．こ
の評価は「コア・カリキュラム」の実践状況の評価を重
点対象としながら教育全般に関連する多様な項目につい
ても基準を提示しているものであり，受審は全国 16 大
学のおおむねの総意である．敢えて言えば，「国際水準
化」への対応からの観点，具体的基準の明確化などに不
足がみられるので，教育改善に必ずつながる仕組みとな
るよう，今後の対応が望まれる．
一方，ふたつの共同教育課程（北海道大学・帯広畜産
大学，山口大学・鹿児島大学）は，教育改善の具体的指
標として EAEVE認証の取得を目指しており，平成 29
年の事前調査を済ませ，2年後の本審査を予定している．
認証に至れば，国内向けの「国際水準」の到達指標の参
考となるはずである．

（6）教育・研究体制
最も大きな変化は，国立大学における共同教育課程の
設置である．北海道大学・帯広畜産大学，岩手大学・東
京農工大学，岐阜大学・鳥取大学，山口大学・鹿児島大
学の8校による4共同課程が設置され，教育組織の拡充，
相互補完による教育体制整備が進んだといえる．他大学
でも，わずかであれ特任教員での教員増員を図る傾向に
ある．共同課程設置により，たとえば北大・帯畜大共同
獣医学課程の専任教員数は 94 名となっている（平成 27
年度）．この数は前述の大学基準協会「獣医学教育に関
する基準」［10］に例示されている「学生 80 名に対し
て専任教員 73 名」を充分に超えている．しかも，実際
は自助努力等により配置している特任教員 36 名を加え
た総数 130 名が教育に従事している．しかし，それで
も海外獣医系大学の数百名規模の教員数には遠く及ば
ず，実際に教員の負担は著しく増えており，特に臨床系
で顕著である．これは他の共同課程でも同様であろう．
スケールメリットはいまだ効果を充分に発揮していない
のが実態である．
教員数は教育改善の原資である．しかし，国内情勢を
みれば専任教員定員の大幅増加は到底見込めず，自己資
金で特任教員を雇用するにも限界がある．そうであるな
らば，国立大学に限っていえば，獣医学教育改善＝「国
際水準化」と国際競争力の強化の達成には，やはり統合
再編を進めることが不可欠である．一体化の上で多少の
時間をかけながら教員の再配置を行い，効率的で学術的
教育・専門職教育の高い水準と，その基盤となる研究の
強化を実現しなければならない．それができないままで
は疲弊が進み，教育も研究も弱体化する．統合再編に大

NOSAIとの連携を進めているが，大学ごとの実習形態
／内容や協定内容の差違，同一 NOSAIへの集中や時期
の集中による業務の支障，負担増などにより現場に混
乱を生じており，全国規模で早急な対策が必要である．
また，診療参加型臨床実習の内容や時間数には大学ご
との差が著しい実態も見えている．これについても，「コ
ア」な能力・素養として一定基準をより明確化すること
が，前述の学外獣医師の教育参画における問題点にも関
連する大きな課題である．
家畜衛生や公衆衛生の現場における実践的な実習は，
獣医師の職域偏在解消策として，また「国際水準化」の
要件として重要である．家畜衛生保健所や食肉衛生所の
ような行政機関の協力の下で行うことから，おもにその
形態は「体験型」をとることになり，また当面は，「コア」
のなかでの「見学型」実習とは異なり，職域志向や誘導
のための「アドバンスト」として位置付けられる．平成
24 年度以降，文科省の支援を受けたプログラム
（「VPcamp」など）による全国規模での実習が行われて
効果をあげている．

（4）共 用 試 験
実際に診療に従事する診療参加型臨床実習では，必要
な基本的知識・技術を参加する学生がもつことを症例の
オーナーに対して保証する必要がある．そのための客観
的試験を全国の獣医系大学で共用するシステムが「共用
試験」であり，前臨床教育で得た「コア」な知識を
vetCBTで，また臨床の基本手技を vetOSCEでそれぞ
れ評価する（CBTは Computer-Based Testing，OSCE

は客観的臨床能力試験 Objective Structured Clinical 

Examination）．合格が参加型臨床実習受講の条件であ
り，獣医系大学では試行期間を経て平成 29 年度から本
格的に適用が始まった．大学ごとのカリキュラムの違い
により受験時期は多少異なるが，おおむね 4年次終了か
ら 5年次前期の共用試験を経て参加型臨床実習に進むこ
とになる（図 3）．平成 29 年の共用試験での合格率は
99.4％であった．
共用試験の運営は，全国の獣医系大学で組織する

NPO法人獣医系大学間獣医学教育支援機構（vetESO）
／共用試験センターが行っている．CBT/OSCEはすで
に医学，歯学，薬学でも行われている．他分野と比べて
獣医学では学生数が少なく，受験料に依存した運営は容
易ではない．
共用試験は，ある意味で自動車運転免許の仮免のよう
なものであるが，教育の質保証の観点からも重要な仕組
みである．卒業生の優れた“Day One Competencies”
につながる「コア・カリキュラム」の内容や教育改善全
体の動きに連動して，将来，その内容はより実質的なも
のに変わり得るはずである．



64

いて私見を交えながら紹介した．長期的な PDCAサイ
クルに例えていえば，今は具体的方策 5本柱のほとんど
が Check（評価）から Act（改善）の時期にある．ゴー
ルは未だ遠いが，Checkと Actから次の Plan（計画）
と Do（実行）に向けて走り続けなければならない．獣
医学教育の国際水準化は，次世代を担う優れた獣医師人
材の養成のためであるとともに，日本の高等教育／専門
職教育の有り様と変革をリードする点からも重要な意
義をもつ教育改革である．先達の努力の上にある改革の
現況を発展に結ぶよう，全国すべての獣医師諸氏のご協
力とご支援を切に願う次第である．
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学人の意志が必要なことは当然だが，学外社会の獣医師
の理解と強い支援が必要である．

5　ステークホルダーの役割／国民への周知
EAEVE認証に向けた取組みのなかで，「教育の内容
や方法の改善を図ろうとするとき，多様な現場で実際に
獣医学・獣医療に従事している獣医師（学外のステーク
ホルダー）や，実際に教育を受けている学生（学内のス
テークホルダー）の意見を取り入れる仕組みがある
か？」と問われ，「意見交換の場は多くあるが，組織だっ
た仕組みはない」と答えるしかなかった．彼らの視点で
は，これは重大な欠陥である．慌てて各分野具眼の獣医
師と学生代表からなる懇談会を私たちの共同課程に設置
した経緯がある．言われてみれば，社会で役割を果たす
獣医師が大学教育に長短あわせた意見があることも，大
学人がそれを教育に反映させるのも当然のことである．
また，学外の現場での実習トレーニングは，世界中で重
要な実践教育と認知されている．とりわけ日本では，診
療参加型臨床実習，特に産業動物臨床の現場での実習が
不可欠であるが，4-（3）で触れたようにさまざまな困
難が伴うのも事実である．
昨年，全国大学獣医学関係代表者協議会は，NOSAI

全国等の関係諸団体，日本獣医師会の協力を得て「獣医
学実践教育推進協議会」を設置した．その趣旨は，大学
人と日本中の獣医師との意思疎通を図り，1）診療参加
型臨床実習，家畜衛生／公衆衛生の実践型実習に関する
検討・協議と運営，並びに 2）獣医学教育とその持続的
改善に関する協議を円滑に行うことである．実質的な活
動はいまだ不充分だが，こうした学外獣医師の教育参画
が教育改善のなかで占める役割は日本でも海外でも大き
いことは明らかである．
獣医学教育改善について，国民の正しい理解を得るこ
とも重要である．なぜなら，獣医学・獣医療がその日常
生活を支えている国民は，獣医師の養成教育を支えてく
れる存在でもあるからである．昨年 12 月には，日本獣
医師会の支援を受け，全国大学獣医学関係代表者協議会
と日本獣医学会とが合同で，獣医師の社会的役割と獣医
学教育改善の周知を目的とした市民公開シンポジウムを
東京で開催した．参加者の多くは獣医師，獣医学関係者
であったが，まず誰よりも理解を求めたいのは正に獣医
師諸氏であるから，大勢に参集いただけたのは幸いで
あった．こうした活動を継続していくことが大切であろ
うし，その際，獣医師諸氏を核として国民への広報運動
が広まることを期待したい．

6　終　わ　り　に
「国際水準化」に向けての基本的な考え方と現状につ


